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☆ ８月２５日（月）から「あいさつ運動」を再開します☆ 

  青少年育成部会では昨年度から「あいさつ運動」に取り組んでいます。 

「元気で心豊かな子育てをしよう」という計画を具体的に行動に移すため、毎週月曜日の朝、

小学生の登校班の集合場所や通学路等で、地域の皆さんと朝のあいさつをして、子どもと大人の

世代間交流を図り、「笑顔と会話で心つながる五町田」づくりをすすめるものです。 

８月２５日（月）の夏休み明けの登校日から、毎週月曜日の朝、実施します。 

  

 

《五町田地区地域ｺﾐｭﾆﾃｨ職員サポーターチーム総会》 

 嬉野市では、各コミュニティの活動を支援する為、７つの地域コミュニティ運営協議会毎に、 

職員サポーター制度を導入しています。 

７月２５日には谷口市長と中島副市長を迎え、五町田地区地域コミュニティ職員サポーターチ

ーム２８名の今年度の総会が楠風館で開催され、役員改選と今年度活動計画を決定しました。 

今年度の役員は以下のとおりです。 

 ・会  長 宮崎 康弘（文化スポーツ振興課） ・副会長 堀越千恵子（監査委員事務局） 

 ・事務局長 白浜須麻子（市民課）  

・書  記 堀越 将男（農林課） 納富 作男（農林課） 

  



《出前「なんごとや歌のつどい」で特別支援学校と交流》 

７月１７日五町田公民館、７月２３日には平山公民館で出前「なんごとや歌のつどい」が開

催され、２カ所で約１００人の皆さんが参加されました。 

特に五町田公民館での開催の折は、いつもの女性部スタッフに加えてうれしの特別支援学校

から村山校長先生をはじめ生徒さん約１５名が一緒に参加され、器楽演奏を披露されました。 

地域の皆さんと特別支援学校の生徒さんとの交流は今回初めてでしたが、事前に学校で練習を

されていたようで、最初の挨拶から器楽演奏までりっぱに発表され、参加されていた老人会の皆

さんから盛んに拍手を送られ大盛会でした。 

このように地域に開かれた学校づくりのため今後もこうした交流の機会を作って、地域の皆さ

んと一体になった活動に力を入れて方針で、９月１９日には女性部の皆さんがうれしの特別支援

学校を訪問し、先日の台風のため延期された交流会を開催される予定です。 

  

  

《塩田夏まつりのおどりの稽古風景》 

 女性部会員と区長さんを中心に８月１６日の塩田夏まつりの踊りの稽古が、８月上旬まで夜

８時から１時間程度３回五町田研修センターで行われました。延べ約５０人の方の参加がありま

した、当日は真っ赤な揃いのハッピで参加する予定です。こうした地域でのイベントには積極的

に参加して、地域の皆さんの交流と会話をすすめ、地域の活性化を図りたいと思います。 

  

 


